
出張医学教育FD（市立大町総合病院）
【日時】 平成26年10月15日(水) 18時00分～ 18時30分

【場所】 市立大町総合病院

【参加人数】 31名

【内容】

○卒前クリニカルクラークシップの現状

○信州大学における今後の臨床実習

・150通りの選択肢からなる参加型臨床実習について

・学生が行うことのできる医行為について

・臨床実習の指導医

○患者の同意と事故補償

参加者の意見

FDの開催時間はいかがでしたか。 FDはニーズにマッチしましたか。

FDで分かったこと FDで疑問が残ったこと ご意見

病院にとって、学生にとって、臨床研修を
病院として受け入れることの重要性。

医療行為の具体的内容。 患者への説明。説明書だけで理解を得られるか心配。

日本の学生教育のガラパゴス化。
大町病院のプラン作成等、具体的な内
容についてご教示いただければ幸いで
す。

外来の説明書の例文はあるのでしょうか。口頭で同意
を得た場合は、その旨をカルテに記載が必要でしょうか。

システム。 レディメイドって、なんでしょう。
臨床修練士という名前が良い悪いではないが、他大学
と違うのはわかりにくいと思います。

来年９月から３人の学生が配置されること
は大変ありがたいことです。

学生のための居場所、休憩室（医局)や机が足りない。
三度三度の食事や宿泊場所まで用意してやる必要性
がわからない。（費用を負担させたい）

目的と大町病院の役割が良くわかった。
３人もの学生が来ていただけるなんて、夢のようです。
本当にありがたいお話です。今からワクワクしています。
病院も一気に若返ります。本当にありがとうございます。

教育の仕組み。

主に外来で初診問診をしていただいたり、救急のトリ
アージを一緒に行ったりできそうですね。大町病院で、
PC、内科、外科、泌尿器ですが、脳外もありかと思いま
した。当院はPCと内科１診療科でやっていますが、問題
はありませんか。
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